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　名古屋大学理学部では，従来，犬山，高山両地震観測所とその衛星点および移動観測班によ

って，愛知，岐阜両県を中心に微小地震の観測を行ってきたが，1974 年 2 月東海地方が地震

予知観測強化地域に指定されたので，観測網を東へ拡大し，同地域の地震活動の観測を始めた。

第 1 ～ 2 図は 1974 年 6 月から 75 年 10 月までに発生し，第 3 図および第 1 表に示す観測点か

らのデータによって震源が決められた地震の分布を示す。（ 犬山，高山両観測所とその衛星点

による小観測網の結果は示されていない。）御前崎から遠州灘にかけては深さ 30 ㎞未満の浅

い地震がないこと，遠州灘の北西部の内陸部で 0 ～ 60 ㎞のいろいろな深さの地震が比較的活

発に起っていることが注目される。

　謝辞　東大地震研究所富士川地殼変動観測所からは全期間を通じてデータを送付していただ

いた。また同研究所奥野観測点のデータを一部期間中使わせて頂いた。観側には東海大学海洋

学部の御協力を頂いた。

第 1 表　観測点のリスト
Table 1.　List of Seismograph Stations.
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第 1 図
Fig. 1

第 2 図
Fig. 2
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第 3 図　観測点の分布
Fig. 3　Location of Seismograph Stations.
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